
た
な「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」（
2
月
16

日
閣
議
決
定
）は
、年
齢
に
か
か
わ
り
な

く
働
け
る
社
会
を
提
唱
し
た
。年
金
制
度
で
も

70
歳
以
降
の
受
給
を
選
べ
る
よ
う
に
検
討
す

る
と
い
う
。

 「
早
取
り
」は
な
ぜ
多
い

　

大
綱
は
、「
65
歳
よ
り
後
に
受
給
を
開
始
す

る
繰
下
げ
制
度
の
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、70
歳
以
降
の
受
給
開
始
を
選
択
可
能
と
す

る
な
ど
、柔
軟
で
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ

う
改
善
に
向
け
た
検
討
を
行
う
」と
定
め
た
。

　

年
金
は
原
則
65
歳
支
給
だ
が
、60
〜
70
歳
間

で
自
由
に
選
べ
る
。い
つ
受
給
し
て
も
平
均
余

命
ま
で
の
受
給
総
額
は
変
わ
ら
な
い
設
計
で

あ
る
。

　

65
歳
を
基
準
に
、早
く
受
け
取
る
と
1
カ
月

0
・
5
％
減
額
、遅
く
受
け
取
る
と
同
0
・
7
％

増
額
さ
れ
る
。60
歳
受
給
は
30
％（
60
カ
月
分
）

の
大
幅
減
、70
歳
直
前
の
受
給
は
42
％（
同
）の

大
幅
増
に
な
る
。

　

し
か
し
、受
給
権
者
総
数
の
中
で
、い
わ
ば

「
遅
取
り
」（
繰
下
げ
）を
選
ん
だ
の
は
、基
礎

年
金
で
10
万
人
余
、1
・
4
％
、厚
生
年
金
で

26
万
人
余
、0
・
9
％
に
す
ぎ
な
い
。む
し
ろ「
早

取
り
」（
繰
上
げ
）が
基
礎
年
金
で
2
6
8
万

人
、
36
％
に
上
る
。
繰
下
げ
制
度
導
入
が
遅

か
っ
た
厚
生
年
金
で
3
・
3
万
人
、0
・
1
％

（
2
0
1
5
年
度
）。

　

な
ぜ
、早
取
り
派
が
多
い
の
か
。厚
労
省
の

年
金
制
度
基
礎
調
査（
16
年
）で
、最
多
の
回
答

は「
減
額
さ
れ
て
も
、早
く
受
給
す
る
方
が
得

だ
と
思
っ
て
」、次
い
で「
生
活
で
き
な
か
っ
た
」

と「
生
活
費
の
足
し
に
」。社
会
保
険
庁
時
代
の

調
査（
96
年
）で
は
、老
齢
基
礎
年
金
を
早
取
り

し
た
の
は「
長
生
き
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
い

か
ら
」が
最
多
だ
っ
た
。

 「
遅
取
り
」を
ど
う
増
や
す

　

確
か
に
引
退
後
の
経
済
的
不
安
が
強
い
ほ

ど
、健
康
に
自
信
が
な
い
ほ
ど
早
く
受
け
取
り

た
い
の
は
当
然
だ
。

　

し
か
し
、老
後
生
活
は
確
実
に
長
く
な
っ
て

い
く
。一
方
、年
金
の
給
付
水
準
は「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」と
呼
ぶ
抑
制
策
で
将
来
的
に
厚

生
年
金
は
実
質
価
値
2
割
減
、国
民
年
金（
老

齢
基
礎
年
金
）は
同
3
割
減
と
痩
せ
細
る
。

　

雀
ど
こ
ろ
か“
メ
ダ
カ
の
涙
”ほ
ど
の
預
金

金
利
に
比
べ
、1
カ
月
受
給
を
遅
ら
す
だ
け
で

0
・
7
％
の
加
算
が
つ
く
。蓄
え
を
取
り
崩
し

て
で
も
遅
取
り
を
選
ぶ
価
値
は
あ
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
年
金
制
度
は
61
歳
以
降
、

月
ご
と
に
受
給
を
選
べ
る
。紙
の
色
か
ら「
オ

レ
ン
ジ
レ
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
通
知
が
全
国
民

新
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繰上げ・繰下げ支給制度の国際比較

社会保障審議会年金部会提出の厚労省資料（2014年10月）を簡略化、フランスを省略

62歳から
繰り上げ期間が
36月以内月0.56％
36月以降月0.42％

70歳まで
月0.67％

63歳から（35年の
被保険者期間を有
する場合等）
月0.3％

70歳まで
月0.5％

61歳以降、
本人が選択

その受給開始
年齢に応じて
年金額は増減

規定なし

上限なし
5週間 1％

60歳から

月0.5％

70歳まで
月0.7%

繰上げ

減額率

繰下げ
増額率

日 本 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデン

へ
配
布
さ
れ
、1
ペ
ー
ジ
目
に
61
歳
に
比
べ
70

歳
受
給
は
年
金
が
ほ
ぼ
2
倍
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
で
も
、厚
労
省
や
日
本
年
金
機
構
が

大
々
的
に
P
R
し
な
い
と
、70
歳
以
降
の
遅

取
り
は
絵
に
描
い
た
餅
に
陥
る
。

　

増
額
率
・
減
額
率
は
平
均
余
命
と
予
定
利
回

り
を
軸
に
定
め
ら
れ
、主
要
国
で
も
大
き
な
差

は
な
い（
図
表
参
照
）。

　

日
本
で
は
2
0
0
1
年
度
に
改
定
さ
れ
、

そ
ろ
そ
ろ
再
検
討
期
で
あ
る
。余
命
は
延
び
、

遅
取
り
の
増
額
率
を
抑
え
る
流
れ
に
あ
る
。ま

た
、遅
取
り
は
利
子
分
を
上
乗
せ
さ
れ
る
が
、

超
低
金
利
を
背
景
に
増
額
率
に
及
ぼ
す
影
響

は
極
め
て
小
さ
い
。

　

政
府
・
厚
労
省
が
遅
取
り
を
本
気
で
勧
め
る

な
ら
、次
の
改
定
で
増
額
率
を
わ
ず
か
で
も
有

利
に
設
定
す
る
政
策
的
判
断
も
あ
り
う
る
の

で
は
な
い
か
。

 「
在
職
老
齢
年
金
」を

 

ど
う
す
る

　

厚
生
年
金
の「
在
職
老
齢
年
金
」の
存
廃
も

大
き
な
論
点
だ
。勤
務
し
て
得
る
収
入
が
高
い

と
年
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、勤
労
意
欲
を
削
ぐ
要

因
に
な
る
。

　

60
〜
64
歳
対
象
は
65
歳
支
給
が
完
全
実
施

の
段
階
で
自
然
消
滅
す
る（
男
性
25
年
度
、女

性
30
年
度
）。だ
が
、65
歳
以
上
対
象
を
ど
う
す

る
か
。

　

在
職
老
齢
年
金
制
度
は
約
28
万
人
に
適
用

さ
れ
概
算
3
0
0
0
億
円
の
給
付
削
減
を
も

た
ら
す
。こ
れ
を
廃
止
し
て
保
険
料
率
引
き
上

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事

長
。財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

げ
で
穴
埋
め
す
る
の
は
難
し
い
。保
険
料
率
を

18
・
3
％（
労
使
折
半
）で
固
定
し
た
ル
ー
ル
に

反
し
、労
使
と
も
負
担
増
に
反
発
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
も
、若
い
世
代
が
主
に
負
担
し
、当
面
は

高
齢
世
代
に
恩
恵
が
偏
っ
て
、世
代
間
の
不
公

平
を
あ
お
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

打
つ
手
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。標
準
報
酬

月
額
の
引
き
上
げ
は
ど
う
か
。

　

保
険
料
は
実
際
の
収
入
で
は
な
く
、31
段
階

の
標
準
報
酬
月
額
を
定
め
徴
収
さ
れ
る
。最
高

額
は
62
万
円
で
、仮
に
月
収
1
0
0
万
円
で

も
62
万
円
と
み
な
し
保
険
料
額
を
決
め
る
。こ

の
上
限
の
引
き
上
げ
で
、実
質
的
な
増
収
を
図

れ
な
い
か
。

　

も
ち
ろ
ん
保
険
料
が
高
く
な
れ
ば
、見
返
り

に
報
酬
比
例
の
年
金
額
も
上
乗
せ
さ
れ
る
。上

乗
せ
分
を
抑
え
る
工
夫
も
い
る
。ま
た
、年
金

削
減
な
し
で
働
け
る
な
ら
事
業
所
は
給
与
引

き
下
げ
へ
走
る
だ
ろ
う
。そ
の
防
止
策
も
必
要

に
な
る
。

　

エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
の
実
現
に
は
、世
代
間
や

労
使
の
利
害
錯さ

く
そ
う綜
、負
担
増
な
ど
を
ひ
と
つ
ひ

と
つ
取
り
除
く
ほ
か
な
い
。
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